
意見聴取結果と区の回答　

項目 次期西区区ビジョン基本方針 意見要旨 区の回答 修正の有無

区
の
将
来
像

快適なくらしと、
豊かな自然や食が調和する、
住み心地のよいまち

Ⅰ　人と人がつながり、
　　支え合うやさしいまち

Ⅱ　安心・安全で快適に
　　暮らせるまち

○うるおいとゆとりのある快適な住環境づくりという記述があります
が、うるおいとかゆとりという表記は金銭的な余裕という部分も含むと
思うのですが、「こんなに困っているのに」という世帯がどのような気
持ちで受け止めるかと心配になります。そうした方向性を目指すことは
否定はしませんが、もう少し控えめな表記が望ましいという感じがしま
す。(市議)

「うるおいとゆとり」の表記は、「快適な住環境」を説明しているものであり、西区
をとりまく水辺環境や豊かな自然によって心が癒されたり、綺麗なまちや暮らしやす
いまちをつくることで、住んでいる人々が気持ちにゆとりを持てるようにしたいとい
うイメージを表しています。
貴重なご意見をありがとうございました。今後まちづくり計画を策定し、より具体的
な取り組みを記載ていく中で、「うるおいとゆとり」が金銭的な意味で捉えられるこ
とがないように表現していきたいと考えております。

なし

Ⅲ　豊かな自然と食を
　　楽しめるまち

Ⅳ　区民が主役の活力ある
　　まち

施策の方向性の二つ目の〇に「学び」について入っているが、８区全体
を見たとき、西区は大学のあるまちのポテンシャルが高いと思う。その
部分は項目立てがあった方が良いと思う。(市議)

大学が存在することが大事なのではなく、大学を活用することに意義があるのではな
いかと考えます。また、大学を活用することで学生がまちづくりに関わっていくこと
も重要と考えます。
区民や地域が大学などを活用しながら、地域の中で学び合い、その学びから得た知識
を地域に還元する「学びの循環」を促すことで、区民が主役の活力があるまちを目指
します。そのためには、多様な主体が協力し合うことが欠かせませんので、連携を深
めていきます。

（修正案）
○大学、公民館、図書館などの学びの場を活用し、地域に根差した学び合いを
　応援するとともに、豊かなまちづくりに向けて多様な連携を深めていきます。
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その他ご意見

貴重なご意見ありがとうございました。今後のまちづくり計画の策定や各種事業を立案する際に参考にさせていただきます。

項目 次期西区区ビジョン基本方針 意見要旨

幸せ感じる思いやりのあるまち(地域コミュニティ協議会)

西区は第一、三次産業が主の生産構造。これからは第二次産業製造業(ものづくり)、先端産業メーカーの工場誘致に力を入れその誘致は市長、区長がトップ
セールスを行う。区内の就労受け皿を増やし、雇用を拡大。まちの活性化を図る視点がもっと欲しい。(地域コミュニティ協議会)

子どもの声がしていて、人々の話し声が響いているまち（車の音等だけでなく、人の息づかいが感じられてくるまち）
・お隣さん・近所付き合い等で話がはずんでいて、助け合いができるまち
（買い物に一緒に行こう、雪かきをしてあげられる・立ち話が気楽にできる関係等）
（デパートの様な状態でなく、まちの八百屋や魚屋の様な気さくな街並み）(地域コミュニティ協議会)

(Ⅰ～Ⅳ共通)全て良いと思いますが、西区独自では難しいのでしょうが、他市や海外の国々との交流が出来るような、仕掛けがないものでしょうか。(内向き
なものばかりでなくて)(地域コミュニティ協議会)

Ⅱ　安心・安全で快適に
　　暮らせるまち

公園等規制がなく自由に遊べる、避難所はもとより公園・公民館等普段から足を運び易い、
しいては避難しやすい環境づくり（学校・各企業が身近で入りやすい環境づくり）(地域コミュニティ協議会)

Ⅲ　豊かな自然と食を
　　楽しめるまち

ＪＡ等就農支援・大学・各企業者が力を入れてもらえる環境が整備されている。
（ＪＡ・大学企業とコミ協や住民にもっと入り込める具体策が出てこない）(地域コミュニティ協議会)

Ⅳ　区民が主役の活力ある
　　まち

コミ協・自治会・ボランティア等自然と人が集まってくる、参加しやすい雰囲気づくり
コミ協・自治会等への関心を持ってもらう（コミ協とは何ぞや・何をやっているのかでは困る）
それには、行政を含め、地域の情報が必要(地域コミュニティ協議会)
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